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海道から南は鹿児島まで，それそれの
道府県の水稲の栽培条件にあった条件
で実施されていることが確認された。
⑶ 全国 81 カ所の試験場所の移植時期
は，早い場所では 3 月第 6 半旬から，
遅い場合には 6 月第 6 半旬まで非常
に幅が広い時期となっているが，平均
としては 5 月 18 日となり，5 月中の
移植時期が多くい。また，移植後 15
日間の平均気温は 14℃以下の場所か
ら 25℃以上の場所まであるが，全国
81 カ所の平均は 18.7℃である。
⑷ 試験場所ごとの移植時期と気温と
の関係は，おおよそ，移植時期が早い
ほど気温が低く，遅いほど気温が高い
傾向であった。また，それを反映して，
移植時期が早いほどノビエ 2.5 葉期ま
で日数は多くかかり，早いほど少ない
傾向であった。3 月 27 日移植で 20 日，
6 月 29 日移植で 9 日となっている。
なお，移植時期の中心となる 5 月第 4
半旬頃の移植時期に注目し同じ移植時
期で比較すると，北海道地域で最も気
温が低く，ついで東北地域でありさら
に北陸地域で気温が低い傾向であり，
地域性が認められた。

除草剤は一般に温度が高いほど活力
が高まり，水稲への薬害や除草効果が
大きくなることはすでに多くの報告で

明らかである（一前ら 1991；加持ら 
1998；野田ら 1965；行本　1985）。
本報で明らかとなった全国的な水稲の
栽培条件を反映した除草剤適 2 試験に
おける移植時期の違いや，それによっ
て変わる除草剤処理時の温度条件が大
きく異なることは，これらの除草剤の
水稲に対する薬害や除草効果も全国で
様々であることの大きな要因であるこ
とを改めて認識することができる。ま
た，移植後の温度条件が異なることに
より，雑草の生態も異なる。ノビエの
生育進展を示すノビエ 2.5 葉期まで日
数は，温度条件の差を反映して，地域
の試験場所により大きく異なった。

この例が示すように，雑草の生育の
進展は温度条件の影響を受け，温度が
高いと葉齢の進展が早いことは多く知
られており，また，温度は雑草の発生
消長にも影響を及ぼすことも知られて
いる。すなわち，温度条件は除草剤そ
のものの活性に影響を及ぼす一方で，
雑草の発生生態，生育生態及び除草剤
の水稲や雑草への吸収移行への影響を
通じて，水稲の薬害や除草効果に影響
を及ぼす。全国的に異なった温度条件
のもとに実施されている植調協会の水
稲除草剤適 2 試験の結果は，除草剤
が適用される現場の環境条件に対応す

るために非常に重要である。
本報で取り扱ったデータのもとと

なった各試験場所では，ノビエの種子
を水稲の移植時に播種している場所が
多いので，本報では気温やノビエの葉
齢は移植後の日数で算出した。しかし
調査には自然発生のノビエも含まれて
いることが考えられ，データのばらつ
きの一つの要因であると考えられる。
ノビエの葉齢の進展と温度との関係に
ついては，多くの報告があるが，代か
き後日数を基準として水温や気温と
高い相関があることが報告されてお
り（加持ら 1998；森田 2016；村上
ら 1987；内野ら 2002），本報におい
てデータがばらついている要因である
と考えられる。さらに，ノビエ類の
中でも葉齢の進展と温度との関係は，
タイヌビエでは有効温度は 10℃，イ
ヌビエでは 7℃とした場合に最も相関
が高いことが報告されており（森田 
2016），本報で取り扱ったノビエにはタ
イヌビエ，イヌビエ，ヒメタイヌビエが
混在していることに注意が必要である。

なお，水稲除草剤適 2 試験において，
もう一つ重要な環境条件として土壌条
件があるが，それについてはまた別の
機会に取りまとめたい。さらに，水稲
除草剤適 2 試験を行っている全国各
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地の雑草の生態的特性が異なる可能性
も考えられ，今後注目すべきである。
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兵庫試験地　須藤　健一薄、芒（ススキ）

イネ科ススキ属の多年生草本。野原で生育し，ごく普通

に見られる。秋の七草の一つ。関西だと 8 月末頃から穂

を出し始める。出穂直後の穂は赤みを帯び，花すすきとも

呼ばれ，開花，受精後は芒が白く目立ち，1 茎の花穂がま

とまり，動物の尾のように見えるので尾花とも言う。

吉田拓郎が歌う「旅の宿」。浴衣を着た「きみ」が尾
すす

花
き

の簪
かんざし

を挿している。頃は秋。この簪は「花すすき」か「尾

花」か。歌詞にあるとおり「尾花」の簪なら，9 月も下

旬以降だろうか。熱燗徳利を二人の間においていること

から，もう涼しくなってきているのだろう。

ところで，ここでの「宿」は，丹後半島や城崎の宿な

のか，白浜から那智勝浦の宿なのか。南か北かで薄の出

穂の時期も違ってくるが，筆者の思いからは，この「宿」

は熊野の湯の峰温泉の宿であって欲しい。山に囲まれた

谷筋のこぢんまりとした温泉地。その「宿」の 2 階の

出窓を開けて「上弦」の月を眺める。その上弦の月は

12 時に上り 18 時に正中し，24 時に沈む。湯の峰温泉

の谷筋は南北に開ける。眺められる月は正中時前後の僅

かな間。日の入り時刻を考えると，9 月では 18 時はまだ

まだ明るく，月を眺めるには 10 月以降になる。上弦の

月は旧暦で毎月 7 日，これを今年に当てはめると旧暦 9

月7日が10月7日になる。薄の簪はもちろん尾花である。

今年（2016 年）の 10 月 7 日，ところは湯の峰温泉。

ときおり雲がかかるが月を眺めるのを邪魔はしない。浴

衣姿の「きみ」が出窓に座って，湯上がりの火照った体

を川風でさます。目の前の川向こうから採ってきた薄の

穂を髪に挿す。川の堤では，上弦の月が微かに浮かび上

がらせる薄の群落が，白くなった穂を風に揺らせる。二

人の間には熱燗の徳利が・・・
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